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＜病棟連絡事項＞
・パルスオキシメーターが2個新規で届いています。新規2個はBユニットへ、元々BユニットにあったものはAユニットへ置いています。

・年末年始期間の県外往来について、県外への外出予定及び県外からの来客予定がある際は、その期間も記入するようにしてください。
　まとめて佐藤AOMへ提出する為、記入したらSGMデスクの封筒へ入れて下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜東病棟入室状況＞
【入院】
・川向　髙夫様～東A13号室

【転出】
・清水　トミ子様～東A15→南B104

＜患者様連絡事項＞
・沼畑　宮子様～昨日21時より排尿ない事報告し、経過観察指示あり。
　　　　　　　　長女様、妹様来院され病室にて面会している。面会後主治医より、引き続き内服薬中止し点滴のみで治療行っていく方針を説明している。

・中村　栄作様～膀胱留置カテーテル交換している。

・関川　良雄様～持参薬一部内容変更し当院処方へ切り替えとなる。

・熊谷　良幸様～不穏状態続いているため、臨時薬バルプロ酸Naシロップ、デエビゴ追加処方となる。また、深澤Drよりベルト、ミトン使用許可あり。

・河原木　泰志様～1/17 14時退院予定。初外来は1/27 9:30予約済。

・寺地　啓喜様～臨時薬同内容で処方となる。

・澤村　彬様～臨時薬同内容で処方となる。初外来2/10(木)11:00予約済。

・立花　圭様～臨時薬同内容で処方となる。

・小笠原　久年様～臨時薬レボトミン50→75mgへ増量、チミペロン3→6mgへ増量、ラツーダ中止、他同内容で処方となる。

・三浦　みよ子様～臨時薬ロドピン75→50mgへ減量、他同内容で処方となる。

・丹内　栄子様～臨時薬同内容で処方となる。

・窪田　輝雄様～臨時薬センノシド追加、ビーマス2T→3Tへ増量、他同内容で処方となる。

・木村　正子様～臨時薬ハロペリドール中止、他同内容で処方となる。本日ハロマンス筋注施行している。

・庭田　祐一様～臨時薬同内容で処方となる。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放観察中他室侵入し迷惑行為見られており、早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤村　彬様～身体拘束中。9:00～17:00拘束一時解除実施。解除中は書き物をしてすごし、他者にも付き纏い見られている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・関川　良雄様～身体拘束中。スタッフ見守りにて食事摂取。食事を食事と捉えていない様子があり、介入している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・沼畑　宮子様～食事は介助にて2/3～1/2摂取。血圧80～73/51～43㎜Hg、他バイタルサイン異常なし。声掛けには頷きのみで発語なし。

・熊谷　良幸様～自立して全量摂取。服薬拒否なく出来ている。介入への抵抗なく素直に応じている。

・浪岡　正志様～声掛けに発語・反応ない。朝食は咀嚼嚥下緩慢で数口で終えている。開眼しているがうつむいている。服薬は白湯に溶解して行う。

[bookmark: _GoBack]＜新入院患者様情報＞
日　　時：12月21日　13:12
  氏　　名：川向　髙夫（かわむかい　たかお）様
　生年月日：昭和26年7月12日　70歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr.（サポート医：馬渡Dr.）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　H27年に大里脳神経クリニックにてアルツハイマー型認知症と診断され薬物療法開始。
以降も認知機能低下進行し、妄想様言動や実行機能障害出現。徘徊をして警察介入し10
時間以上捜索の末に見つかった事もあり。R2年11月には粗暴性出現、R3年6月には自
分の思うようにならないと癇癪を起こすようになった。同年9月には攻撃性が亢進し、
デイサービススタッフを蹴る等の暴力行為あり通所困難となっていた。都度かかりつけ
医にて薬剤調整しするも症状緩和は一時的。10月に施設入所となるが、入所直後より車
椅子を蹴る、介助者の手を強く握る等の粗暴行為があり退所となっている。薬物療法目
的にて、R3.12.21東Cユニットへ医療保護入院となる。
